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伊予市役所☎９８２－１１１１（代）　
中山地域事務所☎９６７－１１１１（代）　双海地域事務所☎９８６－１１１１（代）

伊
予
市
行
政
評
価
委
員
会
委
員
（
外
部
評
価
委
員
）
を
募
集
し
ま
す

行
政
改
革
・
政
策
推
進
室
（
内
線
５
１
０
・
６
６
８
）

　

市
で
は
、
行
政
改
革
に
関
す
る
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
市
が
行
う
す
べ

て
の
施
策
及
び
事
務
事
業（
行
政
活
動
）

に
つ
い
て
、
妥
当
性
・
有
効
性
・
効
率
性

な
ど
の
観
点
か
ら
行
政
評
価
を
行
う
た

め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

行
政
評
価
で
は
、
市
職
員
が
行
う
内

部
評
価
と
市
職
員
及
び
市
関
係
者
以
外

の
委
員（
外
部
評
価
委
員
）で
構
成
さ
れ

る
行
政
評
価
委
員
会
に
よ
る
外
部
評
価

を
行
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と

で
、
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
市
政
運
営

を
展
開
し
、
市
民
参
画
型
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
外
部
評
価
に
関
す
る
調
査
・
審

議
を
行
う
に
当
た
っ
て
「
行
政
評
価
委

員
会
」
の
構
成
委
員
と
な
る
公
募
に
よ

る
市
民
の
皆
さ
ん
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

市
内
に
在
住
す
る
２０
歳
以
上
の
方

（
市
職
員
・
市
関
係
団
体
の
役
職
者
及
び

学
生
を
除
く
。）

■
募
集
委
員

　

公
募
に
よ
る
市
民
２
人

■
他
の
構
成
委
員

　

学
識
経
験
者
２
人

　

市
長
が
必
要
と
認
め
る
者
２
人

■
任
期

　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

■
報
酬

　

市
の
規
定
に
よ
る
報
酬（
日
額
）を
支
給

■
開
催
日

○
１０
月
か
ら
１１
月
の
間
に
３
日
程
度
開

　

催
予
定

○
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
開
催（
年
２

　

～
３
回
程
度
）

■
選
考
方
法

　

次
項
の
作
文
に
よ
る
審
査

■
応
募
方
法　

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
応
募
の
動
機

等
を
記
入
し
、「
協
働
と
参
画
の
市
政
運

営
」
を
題
材
と
し
た
作
文（
４
０
０
～

２
０
０
０
字
程
度
）を
添
付
の
上
、
直
接

又
は
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
４
月
２５
日

㈬（
必
着
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

　

http://w
w
w
.city.iyo.ehim

e.jp/
）
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
行
政
改

　

革
・
政
策
推
進
室
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ

　

い
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
審
査
後
の
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
提
出
先　

行
政
改
革
・
政
策
推
進

室（
〒
７
９
９
ー
３
１
９
３
、
伊
予
市
米

湊
８２０
番
地
、
Ｅ
メ
ー
ルgyoukaku0

2
@

city.iyo.ehim
e.jp

）

　市では、経済的な理由で就学が困難な家庭に
対して、学用品費、校外活動費、給食費などを
援助しています。
　詳しくは、お子さんの通っている小学校・中
学校へご相談ください。
■問い合わせ　教育委員会学校教育課（内線
７２２）又は各小・中学校へ。

就学の困難なご家庭のために

『就学援助制度』があります！

市
の
組
織
機
構
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す総

務
課
（
内
線
５
０
８
）

「
助
役
」
か
ら
「
副
市
長
」
へ

「
収
入
役
」
か
ら
「
会
計
管
理
者
」
へ

　

市
で
は
、
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
助
役
が
副
市
長
に
変
わ
り
、

収
入
役
は
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
会
計
管

理
者
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
長
を
支
え
る
ト
ッ
プ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
強
化
を
目
的
に
行

う
も
の
で
、
市
長
の
権
限
の
一
部
を
直

接
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
副
市
長
」

を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

と
政
策
課
題
の
迅
速
で
的
確
な
対
応
が

図
ら
れ
ま
す
。

　

副
市
長
の
担
任
す
る
主
な
事
務
は
、

行
財
政
改
革
の
推
進
・
住
民
自
治
の
推

進
・
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
・
公
共
施

設
の
管
理
な
ど
で
す
。

　

公
金
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
、
今

後
、「
会
計
管
理
者
」
が
行
う
こ
と
と
な

る
た
め
、
領
収
書
等
に
「
会
計
管
理
者
○

○
○
○
○
」
と
記
入
さ
れ
ま
す
。

「
防
災
安
全
課
」「
用
地
整
理
課
」

を
設
置
し
ま
す

■
防
災
安
全
課

　

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
設
置
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
防
災
対
応
の
強
化
、
国
民
保
護
、
交

通
安
全
の
推
進
等
に
努
め
ま
す
。

■
用
地
整
理
課

　

公
共
事
業
等
に
よ
り
取
得
し
た
市
の

財
産
に
つ
い
て
、
適
正
に
事
務
処
理
す

る
た
め
に
設
置
し
ま
す
。

  副市長に、土居民雄氏が
  選任されました。
 （旧助役から身分が継承されます）
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市
の
施
設
を
管
理
す
る
た
め
の

「
指
定
管
理
者
」
を
募
集
し
ま
す

長
寿
介
護
課
（
内
線
５
４
４
）

産
業
経
済
課
（
内
線
５
７
２
）

中
山
地
域
事
務
所
地
域
振
興
課
（
☎
９
６
７
ー
１
１
１
１
）

　

市
で
は
、
次
の
施
設
の
管
理
運
営
に

つ
い
て「
指
定
管
理
者
」を
募
集
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
申
請
が
複
数
出
た
場
合

は
、
審
査
を
行
い
、
最
も
適
切
な
団
体
を

選
定
し
ま
す
。

■
指
定
管
理
に
よ
る
管
理
運
営
を
予
定

し
て
い
る
施
設

①
佐
礼
谷
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ（
伊
予
市

　

高
齢
者
福
祉
増
進
施
設
）

②
遊
栗
館（
伊
予
市
な
か
や
ま
地
域
資

　

源
活
用
工
房
施
設
）

■
提
出
書
類

・
施
設
指
定
管
理
者
指
定
申
請
書（
市

の
所
定
の
書
式
）

・
法
人
に
あ
っ
て
は
、
法
人
登
記
簿
謄
本

・
非
法
人
に
あ
っ
て
は
、
団
体
の
代
表

者
の
身
分
証
明
書

・
定
款
・
規
約
等
の
書
類
又
は
こ
れ
ら

に
相
当
す
る
書
類

・
申
告
書（
市
の
所
定
の
書
式
）

・
国
税
、
地
方
税
の
完
納
証
明
書
又
は

納
税
義
務
が
な
い
旨
の
理
由
書

・
管
理
を
行
う
公
の
施
設
の
事
業
計
画
書

・
管
理
に
お
け
る
収
支
計
画
書

■
団
体
の
経
営
状
況
等
を
説
明
す
る
書
類

・
前
事
業
年
度
の
収
支
計
算
書
又
は
こ

れ
に
相
当
す
る
書
類

・
前
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
財

産
目
録
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
書
類

・
現
事
業
年
度
の
収
支
予
算
書
及
び
事

業
計
画
書

・
団
体
の
事
業
報
告
書
を
作
成
し
て
い

る
場
合
は
、
当
該
報
告
書

・
団
体
の
役
員
名
簿
及
び
組
織
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
記
載
し
た
書
類
又
は

こ
れ
に
相
当
す
る
書
類

■
申
込
期
間

①
佐
礼
谷
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
、

　

４
月
２
日
㈪
～
２５
日
㈬

②
遊
栗
館
は
、　

　

４
月
２
日
㈪
～
２７
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ

①
佐
礼
谷
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て

は
、
長
寿
介
護
課
へ
。

②
遊
栗
館
に
つ
い
て
は
、産
業
経
済
課
又

は
中
山
地
域
事
務
所
地
域
振
興
課
へ
。

※
詳
し
く
は
、
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w
.city.iyo.ehim

e.jp/

）
に
掲
載

　

し
て
い
ま
す
。

■問い合わせ　福祉課（内線５５２）又は各地域事務所総

合窓口課へ。

　―戦没者等のご遺族の皆様へ

　　　　特別弔慰金が支給されます―　
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成１７年４月１日に
おいて、公務扶助料や遺族年金等を受ける方がいない場
合に、第８回特別弔慰金として額面４０万円、１０年償還の
記名国債が支給されます。
　過去に弔慰金を受給されたことがあり、平成１７年４月
１日以降申請されていない方、又は、新たに受給権者とな
られたご遺族の方は手続きを行ってください。

■請求期限　平成２０年３月３１日

　―戦傷病者の妻の方へ

　　　　特別給付金が支給されます―　  
　平成１８年１０月１日に、増加恩給、傷病年金、障害年金
等を受けている戦傷病者の妻の方、前回受給権を有して
いた戦傷病者の方が死亡された場合の、その妻の方等へ、
１０年償還若しくは５年償還の記名国債が支給されます。

■請求期限　平成２１年９月３０日

土
地
・
家
屋
の
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
し
て
い
ま
す

税
務
課
（
内
線
５
３
４
）

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
及
び
委

任
を
受
け
た
方
は
、「
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
」・「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
で
、

比
較
し
た
い
土
地
又
は
家
屋
の
地
番

を
指
定
し
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
納
税
義
務
者
は
自
分
の
資

産
内
容
が
分
か
る
「
課
税
台
帳
」
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
縦
覧
・
閲
覧
の
際
に
は
、
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
・
健

康
保
険
証
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
縦
覧
期
間

　

４
月
２
日
㈪
～
５
月
１
日
㈫
、
８
時

３０
分
～
１７
時
３０
分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

■
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
又
は
各
地
域
事
務
所
総
合
窓

口
課
へ
。
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国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
は
お
済
み
で
す
か
？

保
険
年
金
課
（
内
線
５
２
４
）

　

春
は
異
動
の
多
い
季
節
で
す
。
会
社

に
入
社
し
て
健
康
保
険
に
加
入
し
、
国

民
健
康
保
険
が
切
れ
た
場
合
は
、
市
役

所
へ
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
自
動
的
に
切
り
替
わ
る
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
退
職
し
て
も
元

気
だ
か
ら
と
、
健
康
保
険
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

社
会
保
険
な
ど
で
は
職
場
で
手
続
き

を
と
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
国
民
健
康
保

険
の
場
合
、
皆
さ
ん
の
責
任
で
手
続
き

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
会

社
を
辞
め
た
時
に
忘
れ
が
ち
で
す
が
、

１４
日
以
内
に
届
け
出
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
届
け
出
が
遅
れ
た
場

合
は
、
退
職
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

税
が
か
か
り
、
ま
た
、
そ
の
間
の
医
療
費

は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

最
近
こ
う
し
た
届
け
出
の
遅
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

出
産
育
児
一
時
金
受
領
委
任
払
制
度
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
出
産
す

る
と
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て
子
ど
も

１
人
あ
た
り
３５
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
申
請
に
よ
り
そ
れ
を
市
か
ら
直
接

医
療
機
関
へ
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
出
産
費
用
が

３５
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
超
え
た
分

だ
け
の
支
払
い
で
済
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
出
産
費
用
が
３５
万
円
未
満

の
場
合
は
、
差
額
を
世
帯
主
に
支
給
し

ま
す
。

■
利
用
対
象
者

・
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
が
見
込
ま

れ
る
世
帯
主（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）

・
医
療
機
関
等
か
ら
受
領
委
任
払
の
同

意
を
得
ら
れ
る
方

・
国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
が
な
い
方

■
手
続
き

・
委
任
払
承
認
申
請
書
に
医
療
機
関
の

同
意
を
得
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
は
、
出
産
予
定
日
の
１
か
月
前

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

・
申
請
書
は
、
保
険
年
金
課
、
又
は
、
各

地
域
事
務
所
総
合
窓
口
課
に
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

帝
王
切
開
等
保
険
診
療
と
な
っ
た
場

合
は
、
後
日
別
途
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
へ

「
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

保
険
年
金
課
（
内
線
５
４
７
）

○
学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

　

国
民
年
金
は
、
２０
歳
以
上
の
す
べ
て

の
方
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
学
生
の
方
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は
、
一
般
的
に

収
入
が
な
い
た
め
、
在
学
期
間
中
の
保

険
料
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
承
認
を
受
け
て
い
る
期

間
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
み
な
さ

れ
る
の
で
、
障
害
等
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
に
支
給
さ
れ
る
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
学
生
は

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
校
、
専
門

学
校
、
各
種
学
校（
※
１
）等
に
在
学
す

る
２０
歳
以
上
学
生
等（
※
２
）で
あ
っ
て
、

学
生
本
人
の
所
得
が
１１８
万
円（
一
定
の

目
安
）以
下
で
あ
る
方

（
※
１
）各
種
学
校
の
対
象
は
、
終
業
年
限
が

　

１
年
以
上
の
課
程
に
在
学
し
て
い
る
方

　

で
す
。（
私
立
の
各
種
学
校
に
つ
い
て
は

　

都
道
府
県
の
認
可
を
受
け
た
学
校
に
限

　

ら
れ
ま
す
。）

（
※
２
）夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程

　

の
方
も
含
ま
れ
ま
す
。

○
届
出
は
毎
年
必
要
で
す

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
前
年
の
所

得
や
在
学
の
確
認
が
必
要
な
た
め
、
毎

年
度
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
継
続
し
て
特
例
制
度
を
利
用
す
る

方
は
、
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

○
届
出
に
必
要
な
も
の

①
新
学
年
の
在
学
証
明
書
、
又
は
、
学
生

　

証（
両
面
の
写
し
）

②
年
金
手
帳

③
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

　

①
～
③
を
持
参
し
て
、
保
険
年
金
課

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

○
追
納
で
き
ま
す

　

学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
将
来
受
け

取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
要
件

に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
こ
の

期
間
に
つ
い
て
は
、
１０
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

追
納
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
承
認
を

受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度

目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
猶
予
さ

れ
て
い
た
と
き
の
保
険
料
に
一
定
の
加

算
額
が
加
わ
り
ま
す
の
で
、
卒
業
し
た

ら
、
早
め
に
追
納
し
ま
し
ょ
う
。
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シートベルトを正しく着用しましょう！

＝ 市内の交通事故状況 ＝

＝ 市内の街頭犯罪等発生状況 ＝
（２月末日現在）

２月 累　計 前 年 比

侵 入 盗 ５件 １４件 ＋６件

自 動 車 盗 １件 １件 ＋１件

オートバイ盗 ２件 ２件 ＋１件

自 転 車 盗 ４件 ９件 ±０件

車 上 ねらい ３件 ９件 ＋４件

安全は 一人ひとりの 意識から
安心は 人のつながり 地域から

（２月末日現在）

２月 累計 前年比

発　生 １５件 ３９件 ±０件

死　者 ０人 ０人 －１人

傷　者 １８人 ５０人 －４人

水 道 の 休 日 当 直 当 番 業 者
◆土・日曜日、祝日の上水道、簡易水道、条例水道の緊急
業務（簡易な修理は除く）は、次の当直水道指定工事事
業者にご相談ください。

月 日 指定工事事業者 電　　話

４

１㈰
豊田設備 下吾川 ９８２－６８６７
㈲二宮水道工業 下吾川 ９８３－２８１９

７㈯
未来設備 尾　崎 ９８３－５２８２
功栄設備 中　村 ９８２－５８８８

８㈰
㈲升田金物店 出　渕 ９６７－００６７
㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８

１４㈯
西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８
友澤設備 大　平 ９８２－１３８１

１５㈰
武智水道工業㈱ 上三谷 ９８２－１２６８
㈲田中興業 中　山 ９６７－０５５８

２１㈯
㈱佐々木工業所 湊　町 ９８３－０４５０
佐伯工業所 灘　町 ９８３－１２４４

２２㈰
㈲港南設備 稲　荷 ９８２－４４８７
㈱中山建設 中　山 ９６７－１０３５

２８㈯
Ｋ・シマダ 下吾川 ９８３－６５５３
㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５

２９㈰
㈲栄電機設備 中　山 ９６７－１３１８
㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３

３０㈪
岩井水道工業所 大　平 ９８３－３０６６
藤岡工業㈱ 上　灘 ９８６－０３５０

※業者への依頼は、８：００～１７：００の時間帯にお願いします。
※水道メーターから宅地内側の修理は、全て有料です。

安
心
し
て
農
地
の
貸
借
が
で
き
ま
す

農
業
委
員
会
（
内
線
５
７
７
）

　

農
業
委
員
会
で
は
、
４
月
と
１０
月
の

年
２
回
、
農
業
後
継
者
等
に
農
地
を
集

積
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
農
地
の
貸

し
借
り
を
行
う
「
利
用
権
設
定
等
促
進

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
農
地
を
貸
し
借
り
す
る

と
、
貸
借
期
間
終
了
と
同
時
に
農
地
が

返
還
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
貸
し

借
り
が
で
き
る
制
度
で
す
。

■
申
出
受
付
期
間

　

４
月
２
日
㈪
～
２０
日
㈮

■
申
込
方
法

　

利
用
権
設
定
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
地
区
担
当
農
業
委
員
の
確

認
印
を
押
印
後
、
農
業
委
員
会
事
務
局

又
は
地
区
担
当
農
業
委
員
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
又
は
地
区
担
当
農
業
委
員

へ
。

  家庭菜園でトマト・ミニトマトを
　　　　　　　　　栽培される方へ

　昨夏、中予地域の農場でトマト黄化葉巻病が発生し

ました。この病気は、体長１mm のタバココナジラミ類

によって媒介されるウイルス病で家庭菜園等の露地栽

培トマトが伝染源となり、市内のトマト農家に重大な

被害を与えることが懸念されています。

　発病したトマトは、最初に新しい葉のまわりが黄色

に変色し、萎縮して生育が停止します。回復はしないた

め、収穫皆無となる場合もあります。

　これからトマトやミニトマトの種を播く時季を向か

えますが、栽培される方は次のことに注意してくださ

い。

①病気の感染・拡大を未然に防ぐため、雑草をとり、病

　害虫の早期発見や駆除に心がけてください。

②もし感染していることが分かった場合は、発病株を

　速やかに抜き取って土に埋めるか、ビニール袋等に

　入れて密閉し枯らすなどして、病気が伝染すること

　を防いでください。

■問い合わせ　産業経済課（内線５７４）、松山地方局

農政普及課（☎９３１－５９９０）、病害虫防除所（☎９９２－

３４６０）、伊予農業指導班（☎９８２－０４７７）



■
特
殊
な
火
災

「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
！
」

　

５
年
前
に
購
入

し
た
冷
蔵
庫
の
裏

側
に
コ
ン
セ
ン
ト

の
コ
ー
ド
！
そ
う

い

え

ば

掃

除

し

た
こ
と
あ
っ
た
か

な
ぁ
…
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■伊予市管内の火災と救急出場件数（２月末日現在）

種別 ２月分 累計（１月から）

火 災

件 数

本庁 ０

１

本庁 ３

４中山 ０ 中山 ０

双海 １ 双海 １

救急出場

件 数

本庁 １０６

１３１

本庁 ２１９

２７３中山 １５ 中山 ２８

双海 １０ 双海 ２６

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す
。

家
庭
内
の
ち
ょ
っ
と
し
た
出
来
事
か
ら
火
災
が
！

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

　

家
庭
内
で
火
災
が
発
生
す
る
要
因

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
か
ら
火
災
が
！

　

次
の
事
項
に
日
ご
ろ
か
ら
注
意
を
心

掛
け
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
災

「
ち
ょ
っ
と
の
つ
も
り
が
」

　

相
変
わ
ら
ず
多

い
の
が
、
天
ぷ
ら

鍋
か
ら
の
火
災
で

す
。
天
ぷ
ら
鍋
の

油
を
温
め
て
い
る

と
き
に
訪
問
客

が
あ
っ
た
り
、
電

話
が
掛
か
っ
た
り
な
ど
、
そ
の
場
を

ち
ょ
っ
と
離
れ
た
す
き
に
…

■
タ
バ
コ
に
よ
る
火
災
①

「
酔
っ
て
ま
せ
ん
！
」

　

布
団
に
も
ぐ
っ

て
、お
酒
、タ
バ
コ
は

よ
く
あ
る
パ
タ
ー

ン
で
す
が
、
タ
バ
コ

に
火
を
つ
け
た
ま

ま
、
つ
い
う
と
う
と

…

■
タ
バ
コ
に
よ
る
火
災
②

「
消
し
た
つ
も
り
が
！
」

　

タ
バ
コ
を
吸
い

終
わ
っ
て
、
す
ぐ
灰

皿
の
吸
殻
を
ゴ
ミ

箱
に
！
ま
だ
く
す

ぶ
っ
て
い
た
か
も

…■
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
①

「
キ
ャ
ッ
プ
が
！
」

　

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

式
の
タ
ン
ク
を
取

り
出
し
て
給
油
、

ち
ゃ
ん
と
キ
ャ
ッ

プ
を
閉
め
た
は
ず

が
…

■
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
②

「
洗
濯
物
が
！
」

　

ス
ト
ー
ブ
の
上

や
吹
き
出
し
口
の

近
く
に
洗
濯
物
を

干
す
と
、
干
し
て
い

る
物
が
倒
れ
た
り
、

ふ
く
射
熱
、
自
然
の

い
た
ず
ら
が
あ
る

か
も
…

　

消
防
団
は
、
地
域
に
最
も
密
着
し
た

防
災
機
関
で
す
。
従
来
の
男
性
中
心
の

消
防
団
に
、
女
性
の
特
性
を
生
か
し
た

消
防
活
動
を
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

現
在
、
消
防
団
員
８１１
人
の
う
ち
、
１１
人

の
女
性
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

（
女
性
消
防
団
員
の
主
な
活
動
）

○
予
防
活
動
…
個
別
防
火
訪
問
、
１
人

　

暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
の
防
火
訪
問
、

　

年
末
年
始
時
期
の
特
別
警
戒
な
ど

○
啓
発
活
動
…
防
災
訓
練
、
予
防
運
動
、

　

防
災
行
事
の
指
導
、
地
域
行
事
に
お

　

け
る
防
火
宣
伝
、
応
急
手
当
の
普
及

　

活
動
、
消
防
団
活
動
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

○
教
育
活
動
…
自
主
防
災
組
織
等
の
教

　

育
・
訓
練
、
少
年
・
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

等
の
育
成
指
導
な
ど

○
現
場
活
動
…
火
災
現
場
等
で
の
救
護

　

活
動
、
災
害
時
の
情
報
収
集
、
火
災
現

　

場
で
の
雑
踏
整
理

■
採
用
予
定
人
員　

女
子
若
干
名

■
採
用
条
件

○
市
内
に
居
住
す
る
満
１８
歳
以
上
、
概

ね
５０
歳
ま
で
の
方

○
最
低
３
年
以
上
勤
続
す
る
こ
と
が
で

き
る
方

○
消
防
団
に
意
欲
と
情
熱
を
有
す
る
方

■
申
込
受
付
期
間　

　

４
月
１０
日
㈫
～
２７
日
㈮（
平
日
の
８

時
３０
分
～
１７
時
１５
分
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

伊
予
消
防
署
消
防
担
当
へ
。

『
伊
予
市
女
性
消
防
団
員
』

を
募
集
し
ま
す


